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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 9,879 23.2 886 526.9 779 ― 544 △68.5

22年3月期第2四半期 8,021 △68.3 141 △93.5 19 △98.7 1,729 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 2,564.14 ―

22年3月期第2四半期 8,138.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,318 2,518 26.6 11,669.12
22年3月期 9,893 2,480 24.5 11,389.40

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,480百万円 22年3月期  2,420百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

(注）22年３月期の配当原資には、資本剰余金が含まれております。詳細は、後述の「資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳」をご覧下さい。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 0.00 0.00 0.00 2,300.00 2,300.00
23年3月期 0.00 0.00

23年3月期 
（予想）

0.00 2,400.00 2,400.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,350 1.6 1,670 475.9 1,610 784.6 1,380 ― 6,492.74



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.２「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 214,456株 22年3月期  214,456株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,911株 22年3月期  1,911株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 212,545株 22年3月期2Q 212,497株



 

 

資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

 

平成22年３月期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳は以下のとおりであります。 

基準日 期末 合計 

１株当たり配当金 2,300円 00銭 2,300円 00銭

配当金総額 493百万円 493百万円

(注)純資産減少割合0.267(少数点以下３位未満切上げ) 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア経済の好調を受けた輸出の拡大や政府の景気刺激策に

より、昨年度から緩やかながら回復基調で推移しました。しかしながら、当第２四半期後半より円高が進行し、景

気回復を牽引してきた輸出や生産にブレーキがかかり、わが国経済は踊り場にさしかかっています。 

 このような状況の下、当社グループは、派遣法改正を追い風にした請負化とコストダウンソリューション提案に

よる既存顧客のシェアアップと新規顧客獲得に向けた積極的な営業活動を展開してまいりました。 

 アウトソーシング事業におきましては、当社の主要顧客先である半導体メーカーの生産が好調であったことに加

え、既存顧客のシェアアップ、営業活動の推進による新規顧客の獲得などによる当社技術職社員稼動数が増加し、

厳格なコストコントロールを実施した結果、前年同期比で増収増益になりました。 

  

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高9,879百万円（前年同期8,021百万円、23.2％の増収）、営業利益

886百万円（同141百万円、526.9％の増益）、経常利益779百万円（同19百万円、3,892.6％の増益）、四半期純利

益544百万円（同1,729百万円、68.5％の減益）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ574百万円減少し、9,318百万円となり

ました。その主な要因は、現金及び預金が減少したことによるものであります。  

   当第２四半期連結累計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ612百万円減少し、6,800百万円となりま

  した。その主な要因は、短期借入金の減少によるものであります。 

    当第２四半期連結累計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ37百万円増加し、2,518百万円となり 

  ました。その主な要因は、四半期純利益の計上によるものであります。 

  

(キャッシュ・フローの状況) 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

より433百万円減少し、3,104百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

とそれらの主な増減要因は、以下のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は、821百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益783百万円によ

るものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、△124百万円となりました。これは主に、貸付による支出△162百万円によるもの

であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、△1,127百万円となりました。これは主に、配当金の支払いによる支出△486百万

円及び短期借入金の純増減額△627百万円によるものであります。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はございません。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   １．簡便な会計処理  

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法によ

り算定しております。 

  

② 棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部の連結子会社で実地棚卸を省略し前連結会

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報
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計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

 又、棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味実現売却価額を

見積り、簿価切り下げを行う方法によっております。 

  

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は一時差異等の発生

状況に著しい変化が認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

  

④ 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

 連結会社相互間の債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行

わないで債権と債務を相殺消去しております。 

 取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる、又は金額の

大きい方に合わせる方法により相殺消去しております。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更 

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月  

  31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31 

  日）を適用しております。                                            

   なお、これによる影響はありません。  

  

 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

   第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表 

  分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10 

  日）を適用しております。 

    なお、これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

 企業結合に関する会計基準等の適用  

     第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、 

      「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「研究開発費等に係る会計 

       基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準（企業会計 

       基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公 

       表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年 

       12月26日）を適用しております。  

  

２．表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、 

 様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用 

 により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,104,780 3,538,112 

受取手形及び売掛金 2,213,741 1,939,400 

仕掛品 4,865 13,312 

原材料及び貯蔵品 321 － 

役員に対する短期貸付金 386 － 

繰延税金資産 132,595 123,918 

その他 176,443 457,839 

貸倒引当金 △7,835 △4,734 

流動資産合計 5,625,300 6,067,849 

固定資産   

有形固定資産 35,338 35,765 

無形固定資産   

ソフトウエア 99,050 124,024 

その他 1,752 1,752 

無形固定資産合計 100,802 125,776 

投資その他の資産   

投資有価証券 95,603 180,832 

役員に対する長期貸付金 1,201,582 1,251,970 

長期貸付金 162,010 － 

破産更生債権等 － 2,254,798 

繰延税金資産 1,944,135 2,076,493 

その他 151,550 119,240 

貸倒引当金 － △2,222,319 

投資その他の資産合計 3,554,881 3,661,016 

固定資産合計 3,691,022 3,822,558 

繰延資産 2,400 3,200 

資産合計 9,318,723 9,893,607 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,050 1,800 

短期借入金 4,634,628 5,262,251 

未払費用 1,179,252 1,021,606 

未払法人税等 167,341 201,928 

未払消費税等 205,901 157,586 

賞与引当金 169,377 106,441 

その他の引当金 － 131,300 

繰延税金負債 265 451 

その他 329,120 403,640 

流動負債合計 6,687,937 7,287,006 

固定負債   

長期借入金 106,116 119,880 

引当金 5,560 5,040 

繰延税金負債 508 881 

固定負債合計 112,184 125,801 

負債合計 6,800,121 7,412,808 

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 2,062,144 

資本剰余金 580,530 8,438,017 

利益剰余金 1,849,171 △7,626,601 

自己株式 △447,734 △447,734 

株主資本合計 2,481,967 2,425,825 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,755 △5,064 

評価・換算差額等合計 △1,755 △5,064 

少数株主持分 38,389 60,038 

純資産合計 2,518,602 2,480,799 

負債純資産合計 9,318,723 9,893,607 

UTホールディングス㈱　(2146)　平成23年３月期　第２四半期決算短信

－5－



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 8,021,268 9,879,386 

売上原価 6,690,919 7,929,023 

売上総利益 1,330,349 1,950,362 

販売費及び一般管理費 1,188,929 1,063,775 

営業利益 141,420 886,586 

営業外収益   

受取利息 19,793 20,340 

受取配当金 5,577 33 

雇用調整助成金 21,996 1,298 

その他 23,128 4,790 

営業外収益合計 70,496 26,462 

営業外費用   

支払利息 131,227 53,988 

為替差損 － 640 

持分法による投資損失 22,849 69,941 

その他 38,305 8,545 

営業外費用合計 192,382 133,115 

経常利益 19,534 779,934 

特別利益   

前期損益修正益 － 10,968 

役員賞与引当金戻入額 － 9,184 

投資有価証券売却益 32,917 － 

貸倒引当金戻入額 1,015,720 － 

社債消却益 5,100,000 － 

その他 31,942 － 

特別利益合計 6,180,580 20,152 

特別損失   

投資有価証券売却損 － 14,091 

子会社株式売却損 363,351 － 

貸倒引当金繰入額 505,715 － 

のれん償却額 4,441,154 － 

その他 107,441 2,663 

特別損失合計 5,417,662 16,754 

税金等調整前四半期純利益 782,451 783,332 

法人税、住民税及び事業税 97,348 132,498 

法人税等調整額 △1,047,746 120,851 

法人税等合計 △950,398 253,350 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 529,982 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,377 △15,013 

四半期純利益 1,729,472 544,995 
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,116,409 5,128,470 

売上原価 3,439,877 4,122,013 

売上総利益 676,531 1,006,456 

販売費及び一般管理費 578,009 509,874 

営業利益 98,521 496,582 

営業外収益   

受取利息 10,125 10,701 

雇用調整助成金 21,996 387 

その他 9,175 3,731 

営業外収益合計 41,297 14,820 

営業外費用   

支払利息 61,923 26,613 

為替差損 40,053 － 

持分法による投資損失 7,886 52,007 

その他 12,170 8,139 

営業外費用合計 122,033 86,760 

経常利益 17,786 424,641 

特別利益   

投資有価証券評価損戻入額 6,425 － 

特別利益合計 6,425 － 

特別損失   

投資有価証券売却損 － 14,091 

投資有価証券評価損 6,862 － 

貸倒引当金繰入額 109,250 － 

のれん償却額 4,441,154 － 

その他 50,494 2,663 

特別損失合計 4,607,760 16,754 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△4,583,549 407,887 

法人税、住民税及び事業税 24,082 61,585 

法人税等調整額 △312,294 21,431 

法人税等合計 △288,212 83,016 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 324,870 

少数株主損失（△） △1,535 △2,549 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,293,801 327,420 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 782,451 783,332 

減価償却費 77,532 37,314 

のれん償却額 4,568,481 － 

負ののれん償却額 △4,025 － 

創立費償却額 800 800 

株式交付費償却 4,863 － 

支払手数料 3,325 － 

租税公課 17,511 － 

社債発行費償却 1,329 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △503,792 3,101 

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,400 62,935 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △131,300 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,034 － 

社債消却益 △5,100,000 － 

受取利息及び受取配当金 △25,371 △20,374 

支払利息 131,227 53,988 

投資有価証券評価損益（△は益） 6,862 － 

投資有価証券売却損益（△は益） △30,373 14,091 

匿名組合投資損益（△は益） 8,447 6,777 

子会社株式売却損益（△は益） 363,351 － 

為替差損益（△は益） △19,582 640 

持分法による投資損益（△は益） 22,849 69,941 

固定資産除却損 1,901 － 

売上債権の増減額（△は増加） 446,481 △274,341 

前払費用の増減額（△は増加） 27,413 △5,979 

たな卸資産の増減額（△は増加） 424,914 △214 

仕入債務の増減額（△は減少） △447,153 2,010 

未払消費税等の増減額（△は減少） 448,875 48,705 

未払費用の増減額（△は減少） △32,750 178,482 

預り金の増減額（△は減少） △18,521 △76,574 

前受金の増減額（△は減少） △76,378 － 

その他 32,712 57,118 

小計 1,149,818 810,454 

利息及び配当金の受取額 39,997 24,041 

利息の支払額 △168,215 △74,528 

法人税等の支払額 △91,419 － 

法人税等の還付額 283,002 61,481 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,213,183 821,449 
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △15,806 △4,356 

無形固定資産の取得による支出 △100 △3,700 

投資有価証券の売却による収入 228,670 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△1,429,150 － 

貸付けによる支出 － △162,516 

貸付金の回収による収入 28,100 50,508 

差入保証金の増減額（△は増加） 12,404 △2,199 

その他 114 △1,848 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,175,769 △124,112 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △293,069 △627,623 

長期借入れによる収入 77,332 － 

長期借入金の返済による支出 － △13,764 

社債の買入消却による支出 △1,200,000 － 

租税公課の支出 △17,511 － 

社債発行費の支出 △1,329 － 

株式の発行による収入 1,900 － 

支払手数料の支出 △2,571 － 

配当金の支払額 △1,161 △486,537 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,436,410 △1,127,924 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,983 △640 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,404,979 △431,229 

現金及び現金同等物の期首残高 4,634,783 3,538,112 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △9,273 △2,102 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,220,530 3,104,780 
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 該当事項はありません。  

  

  

 当社は平成22年６月25日付けで、その他資本剰余金による配当を目的として資本金及び資本準備金の額の減少並

びに剰余金の処分を行いました。  

 １） 資本金及び資本準備金の額の減少の方法 

       発行済株式総数の変更はせず、減少する資本金及び資本準備金の額全額を、その他資本剰余金に振り替え 

       ました。 

 ２） 減少する資本金の額 

       資本金の額20億62百万円のうち15億62百万円を減少し、その他資本剰余金に振り替え、減少後の資本金の  

       額を５億円としました。 

 ３） 減少する資本準備金の額 

       資本準備金の額24億62百万円全額をその他資本剰余金に振り替えました。 

 ４） 剰余金の処分 

    ① 減少する剰余金の項目及び金額 

     その他資本剰余金 103億52百万円 

     ② 増加する剰余金の項目及び金額 

       繰越利益剰余金  103億52百万円 

  

 この結果、当第２四半期連結会計期間末における資本金が500百万円、資本準備金が580百万円、利益剰余金が 

1,849百万円となっております。 

  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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